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［要旨］佐渡島における営巣、ねぐらおよび休息環境としての森林の評価と再生システムの構築

のため樹林区分図を作成した。放鳥が行われた新穂地区のおよそ半分の面積が落葉広葉樹二次林

（56.6％）であり、次いでスギ林（21.0％）およびアカマツ林（6.4％）の順であった。各林相が

モザイク状に分布しており、山際から山間地まで広く分布している落葉広葉樹高木林をトキ営巣

環境の整備に有効に利用すべきであると考えられた。放鳥後トキの定着が確認されている羽茂地

区も、新穂地区同様、およそ半分の面積が落葉広葉樹林（50.8％）であったが、耕作地・休耕地・

果樹園が24.5％を占めているのが特徴的であった。小佐渡地域の森林はトキの休息・ねぐら林と

しての利用が可能であること、密度管理によりさらに好適な森林を創出できることが検証・確認

された。トキの休息・ねぐら環境創出の対象として重要であると考えた水田・湿地に面した山際

に生育する林分において施業モデル林としての林相改良を実施した。 

林冠ギャップでは、サイズが大きいほど林床は明るくなり、種組成は大きく変化した。年経過

とともに林冠が閉鎖し、低木も成長して、ギャップ内の光環境が悪化すると、林床の種組成はギ

ャップ創出前の林床環境に戻り、種組成も創出前に近づいた。かつての薪炭林には、ナラ林等の

比較的単純な構造の広葉樹林として維持されてきた林が多い。近年のナラ枯れは、そのような林

の構造と組成を劇的に変えつつある。設定後15年を経た人工ギャップの更新状況からは、ナラ枯

れパッチの大きさによってその後の更新状況と林床植生の組成が異なることが示唆された。 

ナラ枯れ発生からの経過年数と中型食肉目哺乳類の出現頻度との関係は種類ごとに異なってお

り、一定の傾向はみられなかった。すなわち、タヌキとテンで逆の傾向があり、ナラ枯れ発生か

らの年数がたっているほど出現頻度が、タヌキでは高くなったのに対し、テンでは低くなった。

なお、イタチではもともと出現頻度も低く、変化はみられなかった。 
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１．はじめに 

トキの放鳥について、これまで水田、河川・湿地等の採餌環境の整備を中心に検討が進められ

てきた。しかし、放鳥されたトキの定着には採餌場所の周辺部で休息場所、ねぐらとして機能す

る森林の存在が必要不可欠である。また、採餌場所の周辺部に限定されないが、営巣、繁殖のた

めの森林も必要である。しかし、放鳥が予定されている小佐渡地域の森林では、ねぐら、営巣環

境として過去に利用されていたアカマツ林が、マツノザイセンチュウ病被害（以下、マツ枯れ）
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